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「2025年日本ＧＷＴ協会 夏の学習会 in東京」が、 

７月 27日に会場を長野県小諸から東京（SUNCITY）に 

変えて開催されました。 

今回は「一人一財」をもってアドバイザーとして財 

を発表することを参加の条件としたところ、理事を含 

めて全国から 12名の皆さんが集まりました。過去に 

体験したＧＷＴの財やレクリエーション等を基に、ご自身でアレンジした発表がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財の体験と発表の両方を行ったので、皆さんの学びはとても深かったようです。 

以下は、皆さんのチェックアウト時のコメントです。        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

来年の夏の学習会も同じ会場で開催予定です。暑い夏をＧＷＴでさらに熱く盛り上げましょう。（渡邉） 
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第１分科会 新しい「すうじのうた」をつくろう（長野 小澤秀美さん） 

第２分科会 ひらがな集め（北海道 川内佐和子さん） 

第３分科会 楽しいお買い物（福井 斎藤聖子さん） 

第４分科会 霊長類と哺乳動物の老後（京都 佐々木かなこさん） 

第５分科会 みんなに伝えなきゃ（長野 犬飼己紀子さん） 

第６分科会 うまれてきた子ども（東京 曽我克美さん） 

第７分科会 種をもらったよ（島根 木村真介さん） 

第８分科会 誰とでも仲良くなれる（愛知 深家裕さん） 

前日のお楽しみ企画 
として、柴又めぐりを 

開催しました。 

 

☆ 皆さんのフィードバックで、まとまってい
なかったことが頭の中でまとまった。発表す
る体験があるのは勉強になる。 

☆ 財を作って発表することはいい経験に 
なった。他の人の財を体験しながらその人が
どうやって作ったのかも知れる。 

☆ ☆ 財を作って発表したことで、対象者によっ 
☆  て指示や内容を細かく考えないといけない 
☆  ことが分かった。 

☆ ☆ 財作りは難しい。失敗を怖がらずやりながら  
☆  バージョンアップしたい。学習会は大事！ 

☆ ☆ 多くの課題に対して皆さんから示唆をいただ  
☆  いた。やらないと！という原動力になった。 

☆ ☆ 新財が思い浮かぶとテンションが上がる。 
☆  一つ一つの言葉と財のねらいとの整合性につ 
☆  いて考えることができた。皆さんの財を体験し  
☆  たかった。 
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☆ ☆ 気を付けていたことができてよかった。 
☆  次は 松本で！と思った。 


